
筑
波
大
学
「
人
間
」
A
N
」
設
置
初
期
の
記
録
と
今
後
へ
の
提
案

　
　
　
　
－
主
に
学
内
環
境
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
設
置
に
つ
い
て
ー

吉
　
江
　
森
　
男

は
じ
め
に

　
筑
波
大
学
人
間
学
類
、
教
育
学
系
、
心
理
学
系
、
心
身
障
害
学

系
が
平
成
元
年
度
か
ら
共
同
し
て
設
置
一
運
営
し
て
き
た
「
人
間
。

」
A
N
」
の
記
録
を
ま
と
め
た
い
。
こ
の
記
録
で
は
、
主
に
、
筆

者
が
比
較
的
に
状
況
を
把
握
し
て
い
る
、
回
線
お
よ
び
接
続
機
器

の
設
置
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
設
置
、
大
学
の
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ヘ
の
接
続
、
他
部
局
か
ら
お
世
語
に
な
っ
て
い
る
事
柄
、
を
中
心

に
ま
と
め
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
人
間
L
A
N
の
運
用
上
の
間
題
点

を
探
り
、
今
後
の
よ
り
良
い
展
開
に
向
け
て
個
人
的
な
意
見
を
ま

と
め
て
み
た
い
ω
。

二
、
学
内
環
境

　
平
成
元
（
ε
。
◎
⑩
）
年
二
月
十
四
日
に
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
i

長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
「
学
内
」
A
N
の
I
P
ア
ド
レ
ス
割
当
検

討
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
工
P
ア
ド
レ
ス
は
、
し
り
畔
竃
帥
o
二

第
簑
①
竃
島
冒
貧
二
貫
⑯
に
あ
る
箒
募
◎
鼻
冒
畔
寓
爵
二
畠
忌
箏
帥
鶉

か
ら
発
行
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
番
号
で
あ
る
こ
と
、
筑
波
大
学

は
、
竃
◎
」
鶉
（
巳
簑
ω
闘
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

サ
ブ
ネ
ッ
ト
番
号
の
割
当
原
則
、
ホ
ス
ト
番
号
の
説
明
と
登
録
方

法
が
説
明
さ
れ
た
。
I
P
ア
ド
レ
ス
の
上
位
概
念
と
し
て
名
前

（
ド
メ
イ
ン
名
）
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
学

内
L
A
N
の
ド
メ
イ
ン
名
を
、
畔
竃
暫
冨
。
賢
旨
と
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
新
ア
ド
レ
ス
体
系
に
、
平
成
元
（
竃
。
。
⑩
）

年
四
月
三
日
（
月
）
午
前
零
時
を
期
し
て
移
行
す
る
予
定
が
説
明

さ
れ
た
。

　
平
成
二
（
竃
8
）
年
八
月
二
十
四
日
に
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ

i
長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
「
学
内
」
A
N
に
関
し
、
主
と
し
て
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運
用
技
術
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
全
学
的
情
報
交
換
の
場
と
し

て
」
第
一
国
学
内
L
A
N
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
議
事
メ
モ
に

よ
れ
ば
、
学
内
L
A
N
の
構
成
に
つ
い
て
、

①
学
内
L
A
N
は
今
後
サ
ブ
ネ
ッ
ト
化
し
た
構
成
に
も
っ
て
行

　
く
も
の
と
す
る
。
（
後
略
）

　
②
基
幹
L
A
N
か
ら
ル
ー
タ
ー
を
介
し
て
サ
ブ
ネ
ッ
ト
化
す
る

　
場
合
の
管
理
分
担
に
つ
い
て
は
、
ル
i
タ
ー
の
直
前
ま
で
は
学

　
情
セ
ン
タ
ー
が
、
ル
ー
タ
ー
よ
り
先
は
サ
ブ
ネ
ッ
ト
を
構
成
す

　
る
各
組
織
が
管
理
し
、
ル
ー
タ
ー
は
学
情
セ
ン
タ
i
と
サ
ブ
ネ

　
ッ
ト
側
の
共
同
管
理
と
す
る
。

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
炉
」
の
運
用
原
則
が
こ
れ
ま
で
継
続
し
て

と
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
上
記
に
「
ル
ー
タ
ー
は
学
情
セ
ン

タ
i
と
サ
ブ
ネ
ッ
ト
側
の
共
同
管
理
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
人
間

L
A
N
の
事
例
で
い
え
ば
、
ル
i
タ
ー
へ
の
接
続
を
人
間
L
A
N

よ
り
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
依
頼
し
、
接
続
後
は
ル
ー
タ
ー

装
置
の
運
転
に
人
間
L
A
N
の
関
係
者
が
係
わ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ル
ー
タ
ー
装
置
の
管
理
は
技
術
的
に
高
度
で
責
任
が
伴
い
、

専
門
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
山
本
ω
は
、
筑
波
大
学
に
お
い
て
も
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
前
提

と
し
た
情
報
処
理
環
境
の
確
立
を
目
指
し
て
各
種
の
計
画
一
整
備

が
進
行
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
計
算
資
源
を
、
「
機
器
的
側
面
か

ら
は
、
㈲
各
研
究
室
設
置
の
研
究
用
計
算
機
、
㈹
学
術
情
報
処
理

セ
ン
タ
i
設
置
の
大
型
計
算
機
、
㈲
同
教
育
用
計
算
機
、
㈹
学
類

設
置
の
教
育
用
計
算
機
、
㈲
個
人
所
有
の
計
算
機
、
に
グ
ル
ー
プ

化
さ
れ
る
。
ま
た
、
利
用
面
か
ら
は
、
ω
研
究
用
、
②
教
育
用
、

③
管
理
運
営
用
、
に
大
別
さ
れ
る
。
」
と
分
類
し
て
い
る
。
「
人
問

」
A
N
」
は
、
甲
」
の
分
類
に
従
え
ば
、
機
器
的
側
面
で
は
、
㈲
、

㈹
、
㈲
、
利
用
面
で
は
、
ω
、
②
の
た
め
の
計
算
機
資
源
の
接
続

を
行
う
基
本
設
備
で
あ
る
。

　
学
内
で
、
サ
ブ
ネ
ッ
ト
管
理
者
が
情
報
交
換
を
行
う
連
絡
会

「
竃
①
↑
潟
」
が
平
成
四
年
か
ら
五
年
頃
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
会

は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
だ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

の
基
本
、
学
内
の
サ
ブ
ネ
ッ
ト
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
構
成
、
運
用
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
情
報
が
相
互
に
交
換
さ
れ
、
意
義
深
い
連
絡
会
だ
っ
た
。

山
本
㈹
は
、
竃
9
－
轟
で
「
旨
竃
旨
雷
塞
ω
竃
三
塞
」
に
つ
い
て

技
術
的
な
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
配
布
さ
れ
た
資
料
に
は
、

自
前
の
D
N
S
サ
ー
バ
ー
を
設
定
す
る
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
連
絡
会
で
提
供
さ
れ
た
情
報
は
、
現
在
の
人
間
L
A
N
の
運

用
技
術
的
な
間
題
を
解
決
す
る
の
に
、
ま
だ
十
分
利
用
価
値
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
ω
。

　
筑
波
大
学
の
基
幹
L
A
N
に
関
し
て
は
、
平
成
五
年
度
補
正
予
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算
で
新
た
に
整
備
が
行
わ
れ
た
。
A
T
M
方
式
が
採
用
さ
れ
、
配

線
と
機
器
設
置
が
行
わ
れ
た
㈲
。
人
間
系
学
系
棟
の
農
農
室
に
も

F
D
D
I
と
呼
ば
れ
る
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
線
が
設
備
さ
れ

た
。
今
後
人
間
L
A
N
で
は
、
設
備
面
の
調
査
と
導
入
を
行
っ
て
、

こ
の
回
線
を
使
う
申
」
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ル
ー
タ
ー
を
境
に
し
て
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク

の
支
線
部
分
の
設
置
一
維
持
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
お
よ
び
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
機
器
を
含
め
て
、
利
用
者
部
門
に
任
さ
れ
て
い

る
。　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
今
日
の
よ
う
に
普
及
す
る
前

は
、
計
算
機
と
し
て
主
に
大
型
計
算
機
が
利
用
さ
れ
た
。
筑
波
大

学
で
は
、
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
の
設
置
。
管
理
を
行

っ
て
く
れ
た
。
端
末
装
置
を
通
し
て
利
用
す
る
場
合
で
も
、
そ
の

端
末
は
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
で
は
な
く
、
利
用
者
は
操
作
法
を
勉

強
す
れ
ぱ
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
導
入
し
メ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
ス
の
運
営
を
自
前
で
行
お
う
と
す

れ
ば
、
こ
れ
を
自
前
で
運
転
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
大
型
計
算
機

の
時
代
と
比
べ
、
技
術
的
に
高
度
な
業
務
を
負
担
し
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
た
。
経
費
負
担
も
あ
る
が
、
筆
者
が
強
調
し
た
い
の

は
、
現
状
で
は
サ
ブ
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
「
運
用
技
術
的
な
間
題
」

を
全
て
自
前
で
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
で

あ
る
。三

、
人
聞
L
A
N
の
運
當

　
人
間
L
A
N
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
知
り
え
て
い
る
こ

と
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。
平
成
元
（
竃
・
・
⑩
）
年
度
の
人
間
学
類
教

員
会
議
に
お
い
て
L
A
N
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
教
育

学
系
高
倉
　
翔
教
授
を
委
員
長
と
し
、
各
学
系
か
ら
二
名
の
委
員

が
選
出
さ
れ
L
A
N
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
委
員
の
交
代
は
あ

っ
た
が
、
こ
の
組
織
に
よ
り
今
日
ま
で
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
平
成
二
（
轟
竃
）
年
二
月
七
日
付
け
の
人
間
学
類
教
員
会
議
資

料
「
人
間
学
類
＆
三
学
系
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
…
ク
に
つ

い
て
」
に
よ
れ
ば
、
人
間
L
A
N
の
目
的
は
「
情
報
化
杜
会
に
お

け
る
人
間
学
類
と
三
学
系
の
教
育
と
研
究
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
を
向
上
さ
せ
、
時
代
に
そ
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
」

と
さ
れ
、
様
々
の
形
態
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
七
（
轟
鵠
）
年
度
は
、
人
間
L
A
N
担
当
の
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
一
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
T
A
）
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
三

学
系
の
助
手
。
技
官
の
正
規
の
役
目
と
し
て
人
間
L
A
N
担
当
が

割
り
当
て
ら
れ
た
。

　
L
A
N
運
営
の
経
費
は
、
人
間
学
類
、
三
学
系
が
当
初
に
定
め
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た
割
合
で
負
担
し
て
き
た
。
こ
の
割
合
は
、
学
類
が
平
成
元
年
と

二
年
の
経
費
総
額
ご
轟
Q
万
円
の
爵
％
を
負
担
し
、
三
学
系
の
負

担
分
は
、
残
額
に
教
官
数
、
部
屋
数
、
廊
下
の
長
さ
の
三
種
類
の

割
合
を
掛
け
て
配
分
し
た
後
、
そ
の
相
加
平
均
を
各
部
局
が
そ
れ

ぞ
れ
負
担
し
た
。
こ
の
負
担
割
合
で
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
負
担
が

な
さ
れ
て
き
た
。

　
人
間
L
A
N
の
経
理
は
、
三
学
系
で
順
に
担
当
し
た
。
平
成
元

年
か
ら
三
年
は
教
育
学
系
が
、
平
成
四
年
は
心
身
障
害
学
系
、
平

成
五
年
は
心
理
学
系
、
平
成
六
年
は
教
育
学
系
、
平
成
七
年
は
心

身
障
害
学
系
が
担
当
し
た
。
経
理
担
当
部
局
に
人
間
L
A
N
予
算

の
各
部
局
負
担
分
を
使
用
替
え
し
、
執
行
し
た
。
こ
の
た
め
備
品

ラ
ベ
ル
は
各
年
度
に
担
当
し
た
部
局
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
赤

字
が
出
た
場
合
、
次
年
度
に
返
却
す
る
（
そ
の
分
だ
け
次
年
度
の

負
担
分
か
ら
差
し
引
く
）
よ
う
措
置
さ
れ
た
。
利
子
分
は
考
え
な

か
つ
た
。

四
、
人
間
し
A
N
設
備
の
設
置

四
、
一
　
初
期
の
L
A
N
配
線
工
事
と
基
幹
」
A
N
へ
の
接
続

　
平
成
元
（
ε
・
む
⑩
）
年
度
に
人
閥
L
A
N
配
線
工
事
が
計
画
さ
れ
、

人
間
L
A
N
委
員
会
か
ら
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
に
接
続
依
頼

が
な
さ
れ
、
ま
た
施
設
部
に
工
事
依
頼
が
な
さ
れ
た
が
、
平
成
元

年
度
に
は
実
施
が
で
き
な
く
な
り
、
見
送
ら
れ
た
。
平
成
二
年
一

月
二
十
九
日
に
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、
人
間
L
A
N

に
係
わ
る
部
分
の
バ
ッ
ク
ボ
i
ン
光
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
（
基
幹
L
A

N
）
の
拡
張
に
つ
い
て
平
成
元
年
度
申
に
実
現
す
る
こ
と
は
困
難

と
な
っ
た
旨
の
通
知
が
あ
り
、
人
間
L
A
N
委
員
会
委
員
長
も
そ

れ
を
承
知
し
た
旨
の
回
答
を
二
月
一
日
に
行
っ
て
い
る
。
人
間
L

A
N
で
計
画
し
た
予
算
は
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
購
入
に

充
て
ら
れ
た
。
接
続
依
頼
と
工
事
依
頼
は
、
平
成
二
年
度
に
引
き

継
が
れ
た
。

　
平
成
二
（
ε
竃
）
年
度
末
に
施
設
部
殿
の
手
配
に
よ
り
、
人
間

系
学
系
棟
内
の
工
事
が
「
人
間
系
学
系
棟
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
」
A
N
）
配
線
工
事
」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
工
事
内

容
は
、
人
間
L
A
N
委
員
会
の
起
案
に
よ
る
が
、
人
間
系
学
系
棟

の
廊
下
天
丼
に
三
本
の
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
と
二
本
の
フ
ォ
i
ン
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
、
廊
下
天
井
と
各
室
内
の
間
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ケ
ー

ブ
ル
用
の
穿
孔
を
行
う
も
の
だ
っ
た
。
工
事
費
は
、
Q
．
L
罫
◎
8

円
だ
っ
た
。

　
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
の
一
本
で
あ
る
ヨ
㈹
は
、
ル
ー
タ
ー
と
の
接
続

の
た
め
、
人
文
杜
会
学
系
棟
震
曽
室
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
巴
は

現
状
の
心
理
学
系
の
部
屋
に
対
応
し
て
い
る
。
三
本
の
う
ち
二
本
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で
あ
る
竃
と
霞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
状
の
教
育
学
系
と
心
身
障
害
学

系
の
部
屋
に
対
応
し
て
い
る
。
二
本
の
フ
ォ
i
ン
ネ
ッ
ト
は
人
間

系
学
系
棟
計
算
機
室
（
宝
農
）
を
起
点
と
し
て
、
一
本
は
四
階
お

よ
び
五
階
、
も
う
一
本
は
四
階
の
一
部
、
三
階
、
二
階
、
一
階
に

対
応
し
て
い
る
。
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1
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

イーサネ甲千H2｛教曹〕

軍．P．HC

フ茸一ンネ外 ｛4F，5F〕

㎜

Tr　酉r　h

4一撚外H工｛心遡〕

Tr

人文社会学孫棟 人闘系学系櫨

錘幹LAN

THTr

圓．R．

・1ルータ｝

h

茎．P，HCB．R．

フ虐一ン細｝ “F。洲．2軍

㎜

イー笥秦芋トH3｛心、隣童〕

人
間
L
A
N
配
線
設
備
構
成

nT

凡鰯： M．：リヒ㌧ク；至．P，：F皿stP皿th；丁州ラかハ．；T、五：ターミネータ

C：フ汁ンネ外コネクク；L：ローセ．サト

図
一

　
リ
ピ
ー
タ
と
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
i
を
設
置
し
、
図
一
の
よ
う
な
構
成

に
な
っ
た
。
イ
ー
サ
ネ
ツ
ト
は
、
リ
ピ
ー
タ
で
接
続
さ
れ
て
い
る

の
で
、
論
理
的
に
は
単
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
フ

ォ
i
ン
ネ
ッ
ト
は
、
心
身
障
害
学
系
事
務
室
に
設
置
さ
れ
た

蟹
貧
蟹
暮
と
心
理
学
系
二
基
目
の
蟹
貧
蟹
昌
の
導
入
に
あ
わ
せ
、

適
宜
切
断
さ
れ
、
平
成
七
年
十
二
月
現
在
は
、
爵
貧
蟹
暮
の
台
数

と
同
じ
四
本
に
な
っ
て
い
る
。

　
人
間
三
学
系
で
使
用
す
る
I
P
ア
ド
レ
ス
を
、
人
間
L
A
N
委

員
会
委
員
長
名
で
平
成
二
年
八
月
二
十
九
日
に
配
分
依
頼
し
た
。

学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
名
で
九
月
四
日
に
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
サ
ブ
ネ
ッ
ト
番
号
と
し
て
、
轟
紅
が
配
分
き
れ
た
。

　
平
成
三
倉
⑩
竃
）
年
度
に
心
理
学
系
に
よ
り
、
動
物
棟
内
の
工

事
が
行
わ
れ
た
。
工
事
内
容
は
、
第
二
学
群
棟
曽
竃
N
か
ら
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
を
動
物
棟
に
引
き
、
人
間
系
学
系
棟
と
同
様
の
工
事
内

容
だ
っ
た
。
爵
ω
鳥
算
冨
も
心
理
学
系
単
独
で
設
備
さ
れ
た
。

　
動
物
棟
で
使
用
す
る
I
P
ア
ド
レ
ス
を
、
人
間
L
A
N
委
員
会

委
員
長
名
で
平
成
三
年
十
一
月
二
十
九
日
に
配
分
依
頼
し
た
。
学

術
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
名
で
十
二
月
六
日
に
回
答
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
サ
ブ
ネ
ッ
ト
番
号
と
し
て
、
罵
伽
が
配
分
さ
れ
た
。
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四
、
ニ
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
機
器
の
導
入

　
共
通
の
コ
ン
ピ
ュ
i
タ
と
接
続
機
器
な
ど
導
入
さ
れ
た
備
品
の

主
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
。

平
成
元
年
度

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
日
本
サ
ン
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
電
覧
0
Q
り
薫
一
竃
早
　
一
式

　
メ
モ
リ
ー
　
曽
◎
畠
一
塞
婁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
　
曽
轟
貫
節
買
竃
3
鼻
一
　
　
　
　
　
ー

　
カ
ー
ト
リ
ツ
ジ
テ
ー
プ
装
置
曽
⑳
竃
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
バ
フ
ァ
ド
リ
ピ
ー
タ
　
ア
ン
ガ
マ
ン
バ
ス
　
執
竃
竃
冷
　
3

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
D
I
T
　
勺
農
毫
算
匡
　
　
　
　
　
　
　
2

プ
リ
ン
タ
ー
　
ア
ツ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
　
z
貝
ム
　
　
　
ー

　
こ
の
他
、
。
り
冨
◎
軍
◎
、
モ
デ
ム
、
設
置
用
消
耗
品
な
ど
が
購
入

さ
れ
た
。
ワ
i
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
・
間
系
学
系
棟
計
算
機
室

（
芸
農
）
に
設
置
さ
れ
た
。
ホ
ス
ト
名
と
し
て
「
巳
轟
竃
」
が
与

え
ら
れ
た
。
人
間
系
学
系
棟
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
サ
ブ
の
ド
メ
イ

ン
名
「
㌶
轟
竃
」
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
ス
テ
i
シ
ョ
ン

は
D
N
S
に
よ
る
指
定
で
は
、
巳
轟
撃
饒
轟
簿
叫
竃
冨
ぎ
竃
．
ざ

と
な
っ
た
。
（
以
下
で
は
巳
罵
竃
と
略
記
す
る
。
）

平
成
二
年
度

　
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
オ
プ
シ
ョ
ン
パ
ツ
ク

　
　
　
日
本
サ
ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
　
曽
8
買
　
　
一
式

　
　
　
一
竃
⑩
竈
3
鼻
ド
Q
。
竃
◎
◎
圏
艸
葛
P
⑳
容
竃
O
㌣
塞
弩

　
メ
モ
リ
i
　
曽
豪
農
（
罵
竃
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
こ
の
他
、
日
本
語
ω
竃
8
、
。
り
竃
8
バ
i
ジ
ョ
ン
ア
ッ
ブ
、

　
爵
旨
⑦
震
二
8
、
設
置
用
消
耗
品
な
ど
が
購
入
さ
れ
た
。
平
成

　
三
（
轟
讐
）
年
四
月
二
十
二
日
三
本
の
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
間
に
バ

ツ
フ
ァ
ー
ド
リ
ピ
i
タ
ニ
台
設
置
。

二
十
三
日
爵
ω
帥
蟹
暮
二
台
設
置
。

平
成
三
年
度

　
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
i

平
成
三

D
I
T
　
句
簑
毫
算
冨

（
竃
讐
）
年
四
月

二
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
障
及
び
心
理
二
台
目
）

　
甲
」
の
他
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
オ
ン
コ
ー
ル
修
理
が
必
要
だ
っ

た
。
心
理
関
係
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
多
い
と
い
う
判
断
が
L
A
N

委
員
会
の
中
に
あ
っ
た
た
め
、
心
理
の
フ
ォ
ー
ン
ネ
ッ
ト
に
二
台

目
の
蟹
ω
舛
蟹
暮
を
設
置
し
た
。

平
成
四
年
度

　
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

講
鰯
（
書
巴
g
冨
罵
用
）

一
式
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ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
バ
ー
－
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　
　
（
句
豊
竜
豊
芸
か
ら
哨
簑
竜
算
冨
へ
）
　
　
　
　
　
二
式

　
こ
の
他
、
導
入
後
一
年
を
過
ぎ
た
白
本
サ
ン
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ス

テ
ム
ズ
（
株
）
の
物
品
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
年
間
保
守
契
約
料
が
ε
万
程
度
に
な
っ
た
。

平
成
五
年
度

　
無
停
電
電
源
装
置
　
東
芝
　
量
H
竃
罵
竃
胃
冨
冨
塞
竃
頴

Q
り
罵
雪
ド
H
弓
㈲
塞
嚢
一
塞
8
I
c
ε
竃
◎

コ
ン
ピ
ュ
i
タ
室
パ
ゾ
コ
ン
お
よ
び
モ
デ
ム
　
ア
ツ
プ
ル

爵
ユ
ま
◎
昌
8
一
竃
竈
蝕
易
一
〇
寓
他

　
ワ
i
ク
ス
テ
ー
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
年
間
保
守
契
約
料
が
亀
万

円
程
度
だ
っ
た
。

平
成
六
年
度

　
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
日
本
サ
ン
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

　
　
し
o
噌
覧
o
ω
冨
ユ
◎
騨
㎝

　
マ
ル
チ
ポ
ー
ト
ト
ラ
ン
シ
…
バ

　
　
C
O
M
L
I
N
K
　
奄
塞
8

　
マ
ル
チ
ポ
ー
ト
ト
ラ
ン
シ
i
バ
は
、

一
式

　
　
　
　
　
1

巳
饒
鷺
饒
（
G
り
噌
》
第
o

ω
冨
二
§
二
）
と
。
り
噌
夷
o
。
（
冨
二
實
①
を
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
上
の
既

設
シ
ン
グ
ル
ポ
ー
ト
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
に
接
続
す
る
た
め
導
入
さ
れ

た
。
。
り
票
碧
ω
冨
二
竃
㎝
の
O
S
は
、
日
本
語
ω
巳
弩
ご
ド
ω
で
、

既
設
の
巳
轟
竃
と
の
閲
で
N
I
S
を
行
う
た
め
、
別
途
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
購
入
さ
れ
た
。
。
り
噌
爵
o
し
り
冨
二
§
㎝
に
は
、
ホ
ス
ト
名

と
し
て
巳
罵
竃
M
が
与
え
ら
れ
た
。
（
以
下
で
は
巳
罵
竃
N
と
略
記

す
る
。
）
　
ワ
i
ク
ス
テ
i
シ
ョ
ン
年
間
保
守
契
約
料
は
、
契
約

方
式
が
変
わ
り
ミ
万
円
程
度
に
な
っ
た
。

　
平
成
六
年
末
に
は
、
人
閲
学
類
の
備
晶
と
し
て
人
間
学
類
事
務

室
（
N
8
竃
）
に
カ
ラ
！
コ
ピ
i
機
が
導
入
さ
れ
た
。
キ
ャ
ノ
ン

製
噌
薫
胃
冒
⑬
ム
お
よ
び
ヨ
⑯
篶
カ
ラ
ー
サ
i
バ
で
あ
る
。
ヨ
⑯
蟹

カ
ラ
i
サ
i
バ
は
、
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か

ら
プ
リ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
の
画
像
デ
ー
タ
を
受
け
取
り
、
一
時
的
に
デ

ー
タ
を
保
持
し
、
プ
リ
ン
タ
（
噌
買
胃
ヨ
◎
ム
）
に
渡
す
機
能
を

持
つ
。
申
」
の
プ
リ
ン
タ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
し
て
、
パ
ゾ
コ
ン

爵
ユ
賢
◎
旨
浮
二
竃
竃
竃
㎝
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
プ
リ
ン
タ
と

し
て
人
間
L
A
N
の
ユ
ー
ザ
ー
が
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
を
通
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
、
全
学
学
群
教
職
課
程
委
員
会
が
設
置
し
学
術
情

報
処
理
セ
ン
タ
・
ー
に
よ
り
学
内
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

接
続
さ
れ
た
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
接
続
さ
れ
て

い
る
ω
。
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五
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
と
利
用
者
対
応

　
こ
こ
に
記
述
す
る
こ
と
は
、
主
に
二
台
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
運
用
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
で

あ
る
。
主
に
こ
の
業
務
に
あ
た
っ
た
人
に
は
交
代
が
あ
っ
た
が
、

人
間
L
A
N
発
足
以
来
、
人
間
L
A
N
に
係
わ
ら
れ
た
若
い
研
究

者
が
主
導
さ
れ
た
。
筆
者
も
ず
っ
と
参
加
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
詳
し
く
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
筆
者
が
記
録
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
も
思
え
な
い
が
、
あ
え
て
思
い
出
す
部
分

を
項
目
的
に
あ
げ
る
。
こ
れ
で
人
間
L
A
N
の
運
用
と
利
用
者
対

応
の
す
べ
て
が
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
整
理
も
さ
れ
て
い
な

い
。　

①
宮
地
に
よ
る
「
爵
ユ
貧
◎
隻
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
」
⑧
で

は
、
「
爵
ユ
貧
富
饒
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
害
巳
⑯
旨
鼻
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
」
と
「
篶
噌
＼
竈
を
つ
か
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
特
に

冒
一
竃
竃
畔
）
」
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
筑
波
大
学
体
育
科
学
系

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
技
術
が
こ
の
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
人
間
L
A
N
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
己
轟
竃
）
の
初
期
に
お
け
る
イ
ン
ス
ト
ー
ル
お
よ
び
憲
算
蟹
暮

ゲ
i
ト
ウ
ェ
ー
装
置
運
用
に
つ
い
て
は
、
宮
地
　
力
先
生
に
依
存

し
て
き
た
働
ω
。
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
i
装
置
運
用
管
理
に
つ
い
て
は
、

最
近
（
轟
⑩
㎝
・
二
中
旬
）
に
己
罵
竃
に
移
行
し
た
。

　
②
巳
罵
簑
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ィ
ス
ク
資
源
の
配
分

は
、
発
足
以
来
ず
っ
と
表
一
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
。
＼
写
a
ぎ

デ
ィ
レ
ク
ト
リ
に
は
、
教
育
学
関
係
の
教
官
、
大
学
院
生
、
学
類

生
の
ホ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
が
置
か
れ
て
い
る
。
＼
二
竃
一
、

＼
。
。
巳
竃
ぎ
は
、
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
、
心
理
学
系
、
心
身
障
害
学
系

の
ホ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
が
置
か
れ
て
い
る
ω
。

　
③
巳
轟
竃
N
ワ
i
ク
ス
テ
i
シ
ョ
ン
は
、
巳
轟
竃
よ
り
新
し
い

O
S
で
稼
働
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ザ
i
の
ホ
ー
ム
デ
ィ
レ

ク
ト
リ
は
、
a
罵
竃
の
も
の
が
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ

ー
は
使
用
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
平
成
七
（
冨
竃
）
年
十

二
月
現
在
、
シ
ス
テ
ム
部
分
と
N
I
S
，
D
N
S
の
み
が
稼
働
し

て
い
る
。

　
④
巳
罵
竃
、
巳
轟
竃
N
の
ロ
グ
イ
ン
名
の
登
録
は
、
幾
人
か
で

共
同
で
行
っ
て
き
た
。
既
に
三
百
名
以
上
が
登
録
さ
れ
て
い
る
ω
。

転
出
し
た
人
で
使
用
し
て
い
な
い
可
能
性
の
あ
る
人
を
い
か
に
削

除
す
る
か
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
⑤
巳
轟
竃
で
は
、
電
子
メ
ー
ル
が
運
用
さ
れ
て
き
た
。
個
人
の

研
究
連
絡
等
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　
⑥
巳
罵
竃
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
が
運
用
さ
れ
て
き
た
。
人
間
L
A
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表
一
　
巳
轟
竃
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ィ
ス
ク
配
分

N
の
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
技
術
等
の
情
報
交
換
に
活
用
さ
れ
て
き

た
。　

⑦
己
轟
g
で
は
、
書
巴
g
冨
鳥
ヨ
訂
Q
り
竃
く
竃
が
運
用
さ
れ
て

き
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
か
様
々
の
F
T
P
サ
イ
ト
か
ら
移
し
た
ソ

フ
ト
が
蓄
積
さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
の
役
に
た
っ
て
き
た
ω
。
こ
の
サ

…
バ
i
が
、
巳
轟
⑯
邑
を
接
続
し
、
N
I
S
を
動
か
し
た
時
点
で

動
か
な
く
な
り
、
平
成
七
（
ε
雷
）
年
十
二
月
現
在
に
至
っ
て
い

る
。　

⑧
平
成
六
（
竃
買
）
年
夏
こ
ろ
、
己
潟
竃
上
の
メ
i
ル
ス
プ
ー

ル
が
大
き
く
な
り
、
こ
の
ワ
i
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
し
ば
し
ば
異

常
停
止
し
た
こ
と
が
、
新
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
導
入
を
進
め
た

き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る
㈹
。
新
ワ
ー
ク
ス
テ
i
シ
ョ
ン
導
入
は
、

平
成
六
（
ε
竃
）
年
九
月
こ
ろ
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
と
共
に

巳
潟
竃
の
ル
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
の
サ
イ
ズ
を
増
や
し
た
。
新
ワ

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
メ
ー
ル
の
運
用
を
移
し
て
改
善

し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
異
常
停
止
は
こ
の
処
置
に
よ
っ
て
当

面
回
避
さ
れ
、
平
成
七
（
島
竃
）
年
十
二
月
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
⑨
N
I
S
に
つ
い
て
は
、
人
間
L
A
N
で
は
、
巳
轟
竃
N
を
接

続
し
た
平
成
六
（
竃
篶
）
年
九
月
に
運
用
を
始
め
た
。
ユ
ー
ザ
i

は
巳
轟
竃
と
巳
轟
①
亀
を
同
じ
ロ
グ
イ
ン
名
で
利
用
で
き
る
。

　
⑪
D
N
S
は
、
学
術
情
報
処
理
セ
ン
タ
i
の
山
本
順
人
先
生
に

一129一



代
理
で
運
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
平
成
七
（
ε
爵
）
年
四

月
頃
、
相
談
の
う
え
人
間
L
A
N
の
己
轟
①
己
を
サ
ー
バ
ー
と
し

て
運
用
を
移
転
し
た
。

　
⑪
端
末
は
、
人
間
L
A
N
発
足
当
時
か
ら
最
近
ま
で
、
フ
ォ
ー

ン
ネ
ッ
ト
接
続
の
慧
ユ
賢
婁
げ
が
多
か
っ
た
。
イ
i
サ
ネ
ッ
ト
接

続
の
パ
ソ
コ
ン
は
少
な
か
っ
た
。
平
成
六
（
8
買
）
年
度
頃
か
ら

各
学
系
で
パ
ソ
コ
ン
を
一
括
し
て
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
接
続
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
工
事
は
業
者
に
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ス
ト
名
を
付

け
、
N
I
S
に
登
録
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
⑫
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
の
短
絡
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
ま
た

ま
端
末
接
続
の
業
者
が
作
業
し
て
い
た
時
間
帯
で
あ
る
が
こ
の
作

業
が
原
因
か
ど
う
か
特
定
で
き
な
い
。
業
者
に
状
況
記
録
を
残
す

よ
う
依
頼
し
た
が
、
残
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
⑬
イ
i
サ
ネ
ッ
ト
接
続
の
増
加
と
共
に
、
学
系
間
で
I
P
ア
ド

レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
に
つ
い
て
、
議
論
が
盛
ん
に
な

っ
た
。

　
⑭
端
末
接
続
上
や
利
用
上
の
間
題
点
が
あ
る
ユ
i
ザ
i
に
対
し

て
、
利
用
方
法
に
詳
し
い
助
手
一
技
官
の
方
々
、
大
学
院
生
講
氏

は
個
々
に
応
対
し
て
き
た
。

　
⑮
現
在
は
三
学
系
で
一
つ
の
I
P
ア
ド
レ
ス
の
配
分
を
受
け
て

い
る
が
、
更
に
一
つ
か
二
つ
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
申
請
す
る
こ
と

に
関
し
、
イ
i
サ
ネ
ッ
ト
を
三
学
系
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
す
る
可
能

性
と
共
に
討
議
し
た
。

六
、

将
来
の
シ
ス
テ
ム
構
成
と
運
用
方
法
に

関
す
る
提
案

　
こ
の
節
で
は
、
将
来
の
シ
ス
テ
ム
構
成
と
運
用
方
法
に
つ
い
て
、

筆
者
の
個
人
的
な
案
を
ま
と
め
た
い
。

六
、
一
　
イ
ー
サ
ネ
ツ
ト
の
増
設
と
ア
ド
レ
ス
配
置
替
え
の
案

　
近
い
将
来
、
三
学
系
内
で
割
り
当
て
る
I
P
ア
ド
レ
ス
が
不
足

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
現
に
配
分
を
受
け
て
い
る
I
P
サ
ブ

ネ
ツ
ト
ア
ド
レ
ス
（
冨
紅
）
の
他
に
配
分
を
受
け
る
と
し
て
、
人

間
L
A
N
の
構
成
を
ど
の
よ
う
に
変
え
れ
ば
よ
い
か
、
山
本
順
人

先
生
に
非
公
式
に
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、
平
成
七
（
8
竃
）

年
六
月
頃
に
筆
者
も
案
を
た
て
て
み
た
。

　
主
に
ハ
ー
ド
面
で
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
方
法
と
そ
の
方
法
か
ら

予
想
さ
れ
る
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
非
公
式
な
相
談
で
は
、

方
法
B
の
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
た
。

方
法
A

　
蟹
牡
に
加
え
も
う
一
つ
の
サ
ブ
ネ
ツ
ト
ア
ド
レ
ス
を
割
り
当
て
、
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3
学
系
の
ア
ド
レ
ス
が
混
在
し
た
ま
ま
人
間
L
A
N
を
運
用
す

る
。　

a
1
．
イ
i
サ
ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
は
、
現
状
の
も
の
を
使
う
。

ケ
i
ブ
ル
エ
事
の
必
要
は
な
い
。

　
a
2
．
二
つ
の
サ
ブ
ネ
ツ
ト
ア
ド
レ
ス
を
混
在
さ
せ
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
を
接
続
す
る
。

　
a
3
．
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
一
本
の
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
の
通
せ
る
量

に
限
定
さ
れ
る
。

　
a
4
．
な
に
か
障
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ど
こ
で
（
ど
の
学
系

で
）
起
こ
っ
た
か
特
定
す
る
こ
と
及
び
そ
れ
へ
の
対
応
が
困
難
と

な
る
。

　
a
5
、
将
来
、
各
学
系
に
分
け
よ
う
と
し
て
も
極
め
て
困
難
に

な
る
。

方
法
8

　
轟
紅
に
加
え
も
う
二
つ
の
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
の
配
分
を
受

け
、
各
学
系
に
一
つ
の
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
が
対
応
す
る
よ
う

人
間
L
A
N
の
ネ
ッ
ト
ワ
。
i
ク
構
成
を
変
え
る
。

　
b
1
．
ケ
ー
ブ
ル
エ
事
を
新
た
に
行
う
。
人
文
社
会
学
系
棟
の

ル
ー
タ
ー
位
置
ま
で
、
各
学
系
に
対
応
す
る
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ケ
ー

ブ
ル
を
延
長
す
る
。
竃
は
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
。
竃
、
竃
を
人
文

杜
会
学
系
棟
宝
曽
ま
で
延
長
す
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
人
間
系
学
系

棟
宝
買
ま
で
二
本
の
イ
・
ー
サ
ネ
ッ
ト
を
施
設
部
殿
に
依
頼
し
て
新

設
す
る
。
延
長
に
は
、
現
有
の
バ
ッ
フ
ァ
ド
リ
ピ
ー
タ
三
台
（
稼

働
中
一
台
、
予
備
機
二
台
）
を
使
用
す
る
申
」
と
が
で
き
る
。
巴
、

電
、
竃
は
三
学
系
に
対
応
し
て
い
る
。

　
b
2
、
各
学
系
で
は
各
々
一
つ
の
サ
ブ
ネ
ツ
ト
ア
ド
レ
ス
を
使

用
し
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
は
他
の
学
系
で
は
使
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　
b
3
．
移
行
業
務
を
行
う
。
個
々
の
端
末
を
所
属
学
系
の
イ
i

サ
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
な
お
す
。
現
に
使
用
中
の
轟
紅
が
割
り
当
て

ら
れ
た
学
系
は
現
状
の
接
続
の
ま
ま
で
良
い
可
能
性
が
あ
る
。

個
々
の
端
末
に
割
り
当
て
た
I
P
ア
ド
レ
ス
は
、
各
学
系
ご
と
に

新
規
に
配
分
し
た
ア
ド
レ
ス
と
交
換
す
る
。
こ
の
移
行
の
時
点
で

各
学
系
の
ユ
i
ザ
の
不
便
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
。

　
b
4
．
こ
の
移
行
業
務
を
人
問
L
A
N
が
行
い
う
る
か
ど
う
か

が
間
題
で
あ
る
。
人
間
L
A
N
の
端
末
管
理
者
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー

が
、
委
員
会
か
ら
の
要
請
で
一
斉
に
ア
ド
レ
ス
の
変
更
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
危
慎
を
筆
者
は
持
っ
て
い
る
。
現

時
点
で
実
施
す
れ
ば
、
将
来
に
行
う
よ
り
容
易
だ
ろ
う
。

　
b
5
．
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
各
学
系
毎
に
一
本
の
イ
i
サ
ネ
ッ
ト

の
通
せ
る
量
に
限
定
さ
れ
る
。

　
b
6
．
障
害
に
対
し
て
、
方
法
A
よ
り
対
処
し
や
す
い
。

そ
の
他
の
検
討
課
題
　
ド
メ
イ
ン
ネ
i
ム
サ
i
ビ
ス
、
共
用
の
ワ
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i
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
メ
i
ル
サ
ー
ビ
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー

ビ
ス
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
等
の
方
法
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
や

警
邑
◎
雲
の
接
続
方
法
等
の
案
は
今
後
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
更
に
、
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
よ
り
速
い
接
続
に
関
し
て
は
、
非
公
式

な
相
談
で
は
、
F
D
D
I
に
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
タ
な
ど
を
設
置
し
、

；
◎
蓄
葛
程
度
の
通
信
遠
度
で
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
接
続
し
て
利

用
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

六
、
二
　
人
闇
し
A
N
の
共
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び

　
　
　
　
運
用
方
法
の
整
備

　
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

運
用
と
利
用
者
対
応
」
の
①
か
ら
⑮
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
運
用

の
た
め
の
項
目
を
順
次
、
個
人
的
で
は
な
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
筆
者
は
思
う
。
各

人
の
着
想
が
生
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
く
討
議
。
検
討
し
た
の

ち
つ
く
ら
れ
る
共
通
の
運
周
上
の
約
束
を
大
切
に
し
て
い
く
姿
勢

が
必
要
だ
と
思
う
。
規
則
、
シ
ス
テ
ム
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
端
末

接
続
串
講
と
こ
れ
を
受
け
た
台
帳
、
ロ
グ
イ
ン
名
登
録
申
請
と
台

帳
ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
幾
つ
も
整
え
る
べ
き
も
の
が
あ

る
。

　
共
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
、
一
つ
思
い
つ
く
こ
と
を
補

足
し
た
い
。
人
間
L
A
N
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
代
目

の
巳
轟
竃
が
六
年
く
ら
い
使
わ
れ
て
き
た
。
ハ
i
ド
ウ
ェ
ア
と
し

て
も
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
今
、
二
代
目
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

巳
轟
竃
M
が
接
続
さ
れ
た
。
今
後
、
巳
潟
竃
N
の
資
産
を
増
や
し
て
、

あ
る
時
点
で
メ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
ス
も
巳
轟
ご
。
§
に
移
し
、
巳
轟
竃

は
バ
ツ
ク
ア
ッ
プ
的
に
し
ば
ら
く
稼
働
さ
せ
る
と
い
う
案
が
考
え

ら
れ
る
。
今
後
デ
ュ
ア
ル
な
構
成
で
運
転
し
て
、
順
に
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
巳
轟
竃
N
が
時
代

遅
れ
に
な
っ
た
ら
、
巳
轟
Φ
邑
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
考

え
を
持
つ
。

六
、
三
　
人
閻
し
A
N
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ヤ
の
維
持
に

　
　
　
　
対
す
る
意
識
の
童
要
性

　
ル
ー
タ
ー
の
外
側
に
関
す
る
人
間
L
A
N
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
の
維
持
。
管
理
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
が
確
立
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
は
安
心
し
て
端
末
を
接
続
で
き
な

い
。
現
状
の
間
題
点
と
い
え
る
だ
ろ
う
こ
と
を
、
二
つ
に
分
け
て

指
摘
し
た
い
。
一
つ
は
、
人
間
L
A
N
の
共
通
部
分
の
維
持
が
、

電
子
情
報
工
学
な
ど
の
専
門
分
野
の
知
識
に
基
づ
い
て
維
持
が
行

わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
面
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が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は
、
共
通
部
分
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
の
維
持
。
管
理
に
は
、
共
同
で
技
術
的
に
お
さ
え
る
べ
き

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
意
識
が
関
係

者
の
間
で
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
点
目
を
少
し
補
い
た
い
。
人
間
L
A
N
の
運
用
に
係
わ
っ
て

き
た
人
達
は
人
間
科
学
が
専
門
な
の
で
、
L
A
N
の
運
用
に
は
電

子
情
報
工
学
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
画
技
能
が
必
要
で
あ

る
が
、
運
用
に
は
非
専
門
家
が
複
数
で
あ
た
っ
て
き
た
と
い
う
面

が
あ
る
。
人
間
L
A
N
の
運
用
に
係
わ
っ
た
、
関
係
の
教
員
、
大

学
院
生
、
学
類
の
学
生
は
、
研
究
者
個
人
の
専
門
分
野
で
な
い
分

野
の
技
術
を
調
べ
、
使
っ
て
き
た
。
専
門
分
野
の
研
究
に
コ
ン
ピ

ュ
i
タ
を
使
用
す
る
こ
と
が
日
常
的
に
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ユ

ー
ザ
ー
と
し
て
高
度
な
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
人
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
達
が
L
A
N
の
運
用
に
関
わ
っ
て
き
た
と
い
え

る
。
自
分
の
専
門
分
野
の
仕
事
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
こ
な
し

て
慣
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
使
い
こ
な
す
た
め
に
投
資
し
て

い
る
個
人
的
な
研
究
時
間
の
割
合
は
大
き
く
、
組
織
内
の
L
A
N

の
共
通
部
分
を
技
術
的
一
業
務
的
に
お
さ
え
る
に
は
専
門
的
な
知

識
一
技
術
が
不
足
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一

方
、
担
当
教
官
の
専
門
性
が
冒
的
と
す
る
人
間
科
学
に
あ
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。

　
二
点
目
を
補
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
、
人
間
L
A
N
の
組
織
、
ユ

i
ザ
ー
、
運
用
関
係
者
の
間
で
、
共
通
部
分
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
の
維
持
。
管
理
の
技
術
を
、
共
同
で
お
さ
え
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
意
識
が
低
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
技
術
的
な
チ
i

ム
ワ
ー
ク
が
不
足
し
て
い
た
。
人
間
L
A
N
の
運
営
に
間
題
が
起

こ
り
、
関
係
し
て
い
た
あ
る
一
人
が
あ
る
程
度
ま
で
調
べ
て
、
な

ん
と
か
解
決
し
た
が
、
記
録
も
残
さ
れ
ず
、
次
に
同
じ
間
題
が
起

こ
っ
た
と
き
、
ま
た
最
初
か
ら
対
処
し
な
お
す
、
と
い
っ
た
こ
と

が
多
す
ぎ
た
。
ま
た
、
他
の
人
が
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
理
解
を
示
す
姿
勢
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
研
究
一
教
育
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
教
官
組
織
の
中
で
、

そ
の
一
人
が
L
A
N
の
共
通
部
分
の
維
持
一
管
理
の
業
務
を
担
当

す
る
と
し
て
み
る
。
担
当
と
な
っ
た
教
官
に
と
っ
て
、
他
の
教
官

の
仕
事
上
の
環
境
を
援
助
す
る
手
堅
い
共
通
の
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
が
易
し
い
申
」
と
だ
と
は
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
な
い
。
理
屈
か

ら
い
え
ば
こ
の
方
法
で
接
続
可
能
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
し
て

も
、
端
末
は
動
い
て
く
れ
な
い
。
一
端
末
に
対
し
て
試
行
錯
誤
し

て
成
功
し
て
も
、
何
十
台
の
端
末
が
同
じ
状
況
で
待
っ
て
い
る
。

一
般
の
利
用
者
で
あ
る
教
官
た
ち
は
、
業
務
の
内
容
を
あ
ま
り
理

解
し
て
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
。
一
般

の
教
官
は
担
当
の
教
官
の
行
っ
て
い
る
業
務
を
適
正
に
位
置
づ
け
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る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
一
方
、
担
当
の
教
官
も
広
く
目
を
配
り
、

技
術
約
に
適
正
な
方
法
を
と
っ
て
関
係
者
の
活
動
を
組
織
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
支
線
部
分
の
維
持
管
理
に
対
し
て
、
大
学
内
の
共
通
部
局
に
よ

り
技
術
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
大
学
内

で
検
討
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
組
織
と
し
て
利
用
者
部

分
に
技
術
支
援
が
な
さ
れ
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
㈹
。
技
術
支
援
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
大
学
内
の
人
員
お
よ

び
経
費
が
そ
の
仕
事
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
。
筑
波
大
学
の
セ
ン
タ
ー
機
構
で
は
、
セ
ン
タ
i
が
ユ
ー
ザ

ー
部
門
の
サ
ー
ビ
ス
に
現
状
以
上
に
係
わ
る
の
は
無
理
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
L
A
N
に
よ
る
研
究
者
個
人
お
よ
び
組
織
と
し
て
の
研
究
環
境

の
整
備
が
役
立
つ
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
そ
の
傾

向
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
環
境
を
自
分
ま
た
は
自
分
の

属
す
る
組
織
に
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
W
W
W
サ
ー
バ
ー
が
い
く
つ
起
動
さ
れ
て
も
よ
い

と
思
う
。
専
門
分
野
に
よ
り
利
用
方
法
が
違
う
こ
と
も
当
然
起
こ

り
う
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
活
動
を
行
う
道
具
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
し
、
L
A
N
が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
た
だ
、
L
A
N
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
は
い
く
つ
か
の
組

織
に
関
わ
る
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
研
究
環
境
を
整
え
る
基
盤
が

公
平
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
共
通
の
技
術
的

基
盤
を
維
持
個
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
理
解
を
持
ち
、
作
業

を
分
担
す
る
姿
勢
が
な
い
な
ら
、
こ
れ
は
間
題
で
あ
る
と
思
う
。

そ
れ
に
係
わ
る
組
織
と
個
人
が
、
技
術
的
に
は
全
て
の
情
報
を
出

し
合
っ
て
間
題
を
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
、
発
展
は
望
め
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
等
共
通
部
局
が
行
っ
て
い
る
業
務
に
関
す
る

技
術
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
し
て
利
用
者
部
局
の
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
、
利
用
者
が

知
っ
て
お
り
そ
れ
を
尊
重
し
て
適
正
な
業
務
分
担
を
行
っ
て
い
け

る
よ
う
に
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
注

ω
長
谷
川
栄
教
授
の
ご
退
官
を
記
念
す
る
特
集
の
「
教
育
方

　
法
学
研
究
」
に
こ
の
記
録
を
投
稿
し
た
い
。
長
谷
川
教
授
が
主

任
を
つ
と
め
ら
れ
て
き
た
教
育
方
法
学
研
究
室
の
中
で
、
筆
者

　
は
教
育
学
系
に
籍
を
置
い
て
か
ら
ず
っ
と
お
世
謡
に
な
り
、
そ

　
の
環
境
の
も
と
で
及
ば
ず
な
が
ら
業
務
に
あ
た
り
、
研
究
的
な

仕
事
に
も
参
加
し
て
き
た
。
人
間
L
A
N
の
仕
事
に
は
、
こ
の

　
環
境
に
置
か
れ
た
た
め
に
係
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
、
教
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育
学
系
や
人
間
学
類
に
係
わ
る
仕
事
を
お
手
伝
い
し
て
き
た
中

で
、
筆
者
に
は
炉
」
れ
ま
で
人
間
L
A
N
の
仕
事
は
実
質
的
で
あ

り
、
比
重
も
大
き
か
っ
た
。
こ
の
記
録
は
身
近
な
業
務
の
個
人

的
ま
と
め
と
将
来
へ
の
さ
さ
や
か
な
提
案
で
あ
り
、
「
教
育
方

法
学
研
究
」
が
純
粋
な
学
術
刊
行
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

投
稿
は
適
当
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
長
谷

川
教
授
に
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
現
状
を
ご
報
告
す
る
た
め

に
、
こ
れ
を
行
い
た
い
。

　
高
倉
翔
教
授
は
、
人
間
L
A
N
委
員
会
の
初
代
の
委
員
長

と
し
て
人
間
L
A
N
の
導
入
に
尽
力
さ
れ
た
。
高
倉
教
授
も
ご

退
官
を
迎
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
録
を
通
じ
て
、
筆
者
が
こ
の
人

間
L
A
N
委
員
会
の
一
員
と
し
て
そ
の
仕
事
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ご
報
告
し
た
い
。

心
理
学
系
の
安
念
保
昌
講
師
（
平
成
元
年
当
時
）
は
、
初
期

の
人
間
L
A
N
の
設
置
に
尽
力
さ
れ
た
。
特
に
ワ
i
ク
ス
テ
i

シ
ョ
ン
に
お
け
る
各
種
設
定
や
ニ
ュ
ー
ス
の
運
営
、

爵
ユ
賢
◎
旨
に
よ
る
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
利
用
の
サ
ー
－
ビ
ス
に
大
き

な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
の
現
在
の
専
門
は
「
教
育
工
学
」
で
あ
り
、
教
育
研
究

に
利
用
可
能
な
技
術
の
導
入
に
そ
の
立
場
で
係
わ
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
教
育
学
の
専
門
性
か
ら
見
て
学
間
以
前
の
内
容
で
あ
っ

　
て
も
、
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
大
学
専
門
教
育
の
た
め

　
の
コ
ン
ピ
ュ
i
タ
利
用
環
境
を
整
え
る
甲
」
と
の
一
部
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
「
教
育
工
学
」
の
中
で
こ
の
側
面
は
比
重
が
小
さ
い
。

　
た
だ
し
、
導
入
に
係
わ
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
、
う
ま
く
利
用

　
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
の
知
識
不

　
足
で
発
展
を
妨
げ
て
き
た
と
も
い
え
る
。

　
ま
た
、
申
」
の
業
務
は
委
員
会
組
織
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と

　
で
、
筆
者
が
単
独
で
記
録
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
は
適
当
で
は

　
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
組
織
と
し
て
記
録
が
残
さ
れ
る
こ

　
と
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
設
置
が
進
ん
だ
の
か
分
か
ら
な
く

　
な
る
よ
り
は
、
個
人
的
な
覚
え
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
残
る
ほ
う

　
が
よ
い
と
考
え
た
。
こ
の
限
定
さ
れ
た
記
録
を
ま
と
め
る
に
あ

　
た
り
、
人
間
L
A
N
設
置
以
来
の
人
間
L
A
N
委
員
会
委
員
の

　
方
々
、
助
手
。
技
官
の
職
に
あ
っ
て
人
間
L
A
N
を
支
え
ら
れ

　
た
方
々
、
大
学
院
や
学
類
に
在
学
し
て
人
間
L
A
N
に
意
見
等

　
を
出
さ
れ
た
方
々
に
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
お
世
謡
に
な
っ
た
こ

　
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ま
た
こ
の
か
た
ち
で
記
録
を
ま
と
め
る

　
こ
と
が
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
し
た
ら
そ
の
点
に
お
わ
び
を

　
申
し
上
げ
た
い
。

ω
山
本
順
人
、
「
知
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ー
大
学
に
お
け
る
情
報
教
育

　
環
境
－
　
日
本
の
大
学
－
各
大
学
に
お
け
る
情
報
教
育
環
境
1
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筑
波
大
学
」
、
b
i
t
、
轟
竃
年
紅
月
号
別
冊
、
署
」
畠
－
篶
⑩
・

㈹
山
本
順
人
、
「
旨
竃
旨
雷
塞
ω
竃
三
鶉
」
、
o
塞
↑
轟
資
料
、

　
筑
波
大
学
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
料
）
、
竃
⑩
N
ら
撃

ω
筆
者
は
、
幾
度
か
o
塞
↑
握
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

　
情
報
提
供
を
受
け
る
だ
け
の
参
加
者
だ
っ
た
。

㈲
平
成
五
年
五
月
十
三
日
学
長
裁
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
構

　
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
維
進
委
員
会
」
に
よ
る
。
同
専
門
委
阜

　
会
委
員
長
は
電
子
情
報
工
学
系
中
山
和
彦
教
授
が
つ
と
め
ら
れ

　
た
。

㈹
巴
、
竃
、
震
は
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
に
付
け
ら
れ
た
記
号
で
あ
る
。

　
施
設
部
殿
に
よ
り
平
成
二
年
九
月
に
作
成
さ
れ
た
図
面
に
使
用

　
さ
れ
て
い
る
。

ω
接
続
の
世
謡
は
、
ハ
i
ド
的
な
と
こ
ろ
は
筆
者
が
、
ソ
フ
ト

　
的
な
と
こ
ろ
は
心
理
学
研
究
科
高
橋
　
晃
氏
（
当
時
）
と
筆
者

　
が
主
に
行
っ
た
。

⑧
宮
地
　
力
、
「
爵
ユ
貫
8
罰
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
」
、
ア
ジ
ソ

　
ン
。
ウ
ヱ
ス
レ
イ
一
パ
ブ
リ
ツ
シ
ャ
ー
ズ
。
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

　
社
、
竃
睾
ド
曽

側
平
成
二
年
七
月
よ
り
年
度
末
頃
ま
で
、
サ
ン
。
マ
イ
ク
ロ
シ

　
ス
テ
ム
ズ
製
。
り
震
碧
；
は
、
体
育
科
学
系
に
置
か
れ
た
。
心
理

学
系
安
念
保
昌
講
師
（
当
時
）
の
依
頼
に
よ
る
。
目
的
は
「
実

〕01｛〕11｛〕21‘〕3o
際
に
稼
働
し
て
い
る
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
に
。
り
票
竃
を
繋
ぎ
、
ネ
ッ

ト
ワ
i
ク
運
営
の
た
め
の
各
種
実
験
を
行
う
」
こ
と
で
、
こ
の

移
設
で
体
育
科
学
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
技
術
上
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
人
間
L
A
N
に
移
さ
れ
た
。
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
戻

っ
て
後
、
筆
者
の
意
識
不
足
で
一
度
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

初
期
化
し
て
し
ま
い
、
人
間
系
学
系
棟
内
で
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

を
滞
ら
せ
た
。
こ
の
時
期
、
筆
者
は
、
人
間
系
学
系
棟
内
で
利

用
実
験
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
、
短
い
イ
ー
サ
ネ
ツ
ト
を

人
間
系
学
系
棟
震
農
－
宝
爵
間
に
設
置
し
た
が
、
こ
れ
は
撤
去

し
た
。

日
本
サ
ン
。
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
杜
の
技
術
者
の

方
に
は
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お
教

え
を
い
た
だ
い
た
。
D
I
T
の
技
術
者
の
方
に
は
、
司
簑
糾
蟹
暮

ゲ
i
ト
ウ
ェ
ー
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お
教
え
を
い
た
だ
い

た
。

三
学
系
の
負
担
割
合
に
よ
ら
ず
、
等
分
の
配
分
に
な
っ
て
い

る
。

ユ
ー
ザ
ー
数
・
端
末
数
の
調
査
が
、
平
成
七
（
轟
鵠
）
年
五

月
頃
、
心
理
学
系
寺
澤
孝
文
氏
な
ど
三
学
系
の
助
手
一
技
官
の

方
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

巳
轟
竃
の
害
巴
g
冨
鳥
ヨ
訂
。
り
⑦
冥
箒
内
容
の
充
実
は
、
心
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〕4o）5o
身
障
害
学
系
名
川
　
勝
氏
（
当
時
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

ワ
ー
ク
ス
テ
i
シ
ョ
ン
の
運
転
に
は
、
こ
の
頃
、
心
理
学
系

藤
生
秀
行
氏
（
当
時
）
な
ど
が
当
た
っ
て
お
ら
れ
、
こ
の
よ
う

な
異
常
停
止
に
日
夜
対
処
さ
れ
た
。

前
記
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
；
ク
整
備
推
進
委
員
会
専
門
委
員
会

で
検
討
さ
れ
た
。
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